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【目的】 

CT装置の更新に伴いXY面内管電流変調機構が導入されたことを受け、頭部領域においてON時、OFF時の面内の物理特性

を理解し使用する事は重要と考える。そこでXY面内の線量分布、MTF、NPSを測定し、ON時とOFF時の結果を比較することでＸ

Ｙ面内管電流変調機構の有用性の検討を目的とする。 

【使用装置】Somatom definition edge 

【方法】 

1. 線量測定（入射線量測定、CTDI測定） 

自作ファントム（直径400mm 長さ500mmの円柱に3mm厚鉛板を張り、20mmのスリットを設けた）の中心がガントリーの中心

になるように設置し、線量計をファントム中心に設置してスリット部を管球回転方向に15度ずつ回しながら入射線量を測定し

た。又、スウェーデンRTI社製ＰｉｒａｎｈｉａワイヤレスX線アナライザーを使用しガントリー中心部の入射線量分布を測定した。

CTDIは16cmアクリルファントム、ラドカル社製 9015型放射線アナライザーを使用して従来法で測定を実施。 

2. MTF測定                                              

CT付属の品質管理用ファントムのワイヤー部（タングステン0.2mm）を使用し回転中心部より±70mmの範囲を10mm間隔

15点でX方向、Y方向、XY平均MTF測定を実施。撮影条件は120kV 300mAs 1.0秒回転 コンベンショナル 

3. NPS測定 

CT付属の品質管理用ファントムの水部を使用し、ファントム中心部SDが当院の頭部小脳部の5人平均のSD4になるように

撮影条件（120kV 270mAs 1.0秒回転 コンベンショナル）を設定し画像を取得。ROI128×128ピクセルで画像中心部、上部、

下部、右部、左部でX方向、Y方向、XY平均NPS測定を実施 

【結果】 

1. 線量測定 

入射線量測定において予め自作ファントムで角度に対する線量分布を

測定することでPiranhiaでの時間軸の測定値を角度に変換した時の入射

線量分布の位置を同定した。実際は360度＋5度のX線照射が行われてい

た。又ON時は前面120度の範囲で約58%、前面72度の範囲で最大となり約

72%入射線量が低減されており、前面120度の範囲以外で線量を32%増加

して面内入射線量が担保されていた（Fig.1）。CTDIの測定結果でもON時

は周辺0度の位置で29.5%低く、周辺180度の位置で16.3%高く90度、270度

では同等になり、CTDIwでの比較では3.5%減少していた。 

2. MTF測定 

ON時、OFF時の全測定点における比較ではX方向、Y方向、XY平均

MTFは同等の結果が得られた。 

3. NPS測定 

全ての測定位置と5点平均において、X方向NPSは前面からの線量不足

の影響を受けON時にノイズが悪化し、Y方向NPSでは前面120度以外から

の線量増加を受けON時にノイズが改善する結果が得られた。又、XY平

均NPSではON時に若干ノイズが悪化しており、線量で3.5%程度の差がみ

られた（Fig.2）。 

【結語】 

XY面内管電流変調機構を使用する事でCTDIwは3.5%低くなり、それに伴いNPSも線量で3.6%分悪化する。しかしCT装置管理

上は許容範囲と考えられることよりXY面内管電流変調機構を使用する事で頭部領域においては水晶体の被ばく線量を大幅に

低減しOFF時と同等の画像が提供できることが理解できた。注意点としてはノイズ特性に方向依存が見られること、特に前面から

の線量不足によるX方向NPSが悪化する結果を見ても頭部領域では骨からのアーチファクトが増加する事が考えられるので、ア

ーチファクトの検討も必要と考える。 
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Fig.1 入射線量比較 
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Fig.2 5点平均NPS比較 
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